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- 特産品の紹介 -

三笠ジ オ パーク 市全域が日本ジオパークに認定

 アンモナイトが有名な博物館
 東洋一と呼ばれた立坑櫓が現存 など

三笠高等学校 食分野の「一流」を目指す人材育成

 高校生がレストランを運営して調理・接客スキルを磨く
 調理・製菓の専門知識、技術、資格を持つ食のスペシャリストを育成

三笠市の現状と課題

総面積 302.52k㎡（う ち森林 257.72k㎡）

人口 7,930人（R4.1）
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H-UCG 石炭資源を活用した新たなエネルギー事業への挑戦

 地下の石炭層からガスを生産し水素を製造
 CO2を地下に固定して処理

三笠市地域再生計画（要点）

【過去】石炭産業や農業によって地域形成が進む
石炭需要の低下→産業構造が変化
雇用減少＝若者の市外流出→高齢化が加速

【現在】移住定住施策＆三笠高校＝新たな人の流れの創出
【未来】産業活性化、移住定住促進、子育て・生活環境の充実

北海道のほぼ中央に位置し 、 石炭産
業の発展で栄えた、 道内鉄道発祥の
地と し ても知ら れる歴史ある ま ち 。

三笠市



Hybrid Underground Coal Gasification
（ハイ ブ リ ッ ド 地下ガス化）の略称。

石炭や木質バイ オ マ スなど の豊富な資源を有効活用する こ と で、
事業全体でCO2排出量ゼロ を⽬指す⽔素製造事業の総称である 。
主に次の3工程で構成さ れる 。

1. UCG︓地中の⽯炭層から 可燃性ガス を生産する 。
可燃性ガスには水素や一酸化炭素など が含まれる 。

2. ⽔素製造︓UCGガスなどから水素を製造する。

3. カ ーボン リ サイ ク ル︓CO2を地下固定や農業など に利⽤する 。

【特徴1︓豊富な⽯炭資源と⾼いポテンシャル】

約7.5億ト ン の⽯炭が三笠市内に賦存する（採掘さ れた⽯炭は
全体の2割に満たない）。
こ れは⽔素3,800億㎥を製造する量であり 、 道内⼀般家庭の約

52年分の電気量に相当する 。
道内全体では約150億ト ン が賦存し 、 三笠市モ デルの広域展開

によ っ て資源の有効利⽤によ る エ ネルギー事業が可能になる 。

【特徴2︓発⽣するCO2を有効活⽤して処理】

木質バイ オ マ スの利⽤によ る森林資源の循環によ り 、 CO2排出量
を削減する 。
加えて、 水素の製造過程で発生する CO2を分離・ 回収し て、 農業

分野やド ラ イ ア イ ス製造など によ り 積極的に活用する 。
更に、 余剰分は地下固定技術を併用する こ と で、 事業全体での排

出量ゼロ を目指す。

H-UCGとは

【H-UCGとは】
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生石灰（CaO)、 消石灰（Ca(OH)2)、 フ ラ イ ア ッ シュ 、
水ガラ ス（ケイ 酸ナト リ ウ ムNa2SiO3）等の利⽤
CaO + H2O → Ca(OH)2
Ca(OH)2 + CO2 → CaCO3 + H2O

② CO2気体の圧入による埋め戻し
（CCS）

注⼊先の間隙⽔圧や温度に応じ て
・ 気体（マ イ ク ロ バブ ルでの溶解促進）
・ 液体
・ 超臨界状態 での注入

CO2＋CaO
ス ラ リ ー注入

固結・ 石化

① 鉱物化反応を利⽤した地下固定
（カーボンリサイクル）

UCGで発生するCO2への対応

【
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和
４
年
度
実
験
予
定
】
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製造利⽤ 農業利⽤

施設野菜の
栽培

・ UCG空洞や石炭採掘跡へのCO2充填
・ 鉱物化によ る地下構造の安定化

・ 石炭層の空隙など への注入

③ 農業利⽤
コ ン ク リ ート ・ ド ラ イ ア イ ス製造など

CO2利活⽤の可能性
興味関心をお持ちの企業か
ら のお声掛け、 ご紹介など
お待ち し ていま す。



（参考 https://about.yahoo.co.jp/csr/effort/204.html ）

・ 市内最後の坑内掘り 炭鉱が閉山

・ 大学など と 共に研究を開始
・ 基礎実験やフ ィ ールド 実験を
重ねて水素製造技術を確認

・ヤフー株式会社の
「脱炭素プロジェクト」に応募

→ CO2貯留研究事業に
対する寄附⾦を受領

・ NEDO公募事業
「 水素社会構築技術開発事業」
に応募し 事業採択（R5末ま で）

・ ゼロ カ ーボン シテ ィ 宣言

平成元年

平成23年

令和3年

令和4年

令和5年

H-UCGの経過

三笠市が最高額
大きな反響

紙面、ネット各社が報道

【採択理由】
閉山炭鉱の採掘跡への炭素固定と いう 地域性・独自性と CO2固

定量のイ ン パク ト が⼤きい点を評価。
こ れが実現すれば、 太陽光など では冬場電⼒が確保できない

場所における エ ネルギーの地産地消の実現が可能になる と と も
に 、 他の地域にも横展開が期待でき る 。
（参考 https://about.yahoo.co.jp/pr/release/2021/08/24a/ ）

地域性、横展開の将来性を評価

4

H-UCGと 企業版ふる さ と 納税の年表

・ CO2地下固定実験の実施
・ NEDO調査事業（2年⽬）

・ NEDO事業やCO2実験の成果を
踏ま えて、 新たなま ちづく り を進
める 。
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H-UCGと 企業版ふる さ と 納税の年表

（参考 NEDO「 ⽔素社会構築技術開発事業／地域⽔素利活⽤技術開発」
第2回公募に係る実施体制の決定について

https://www.nedo.go.jp/koubo/SE3_100001_00009.html ）

・ CO2地下固定実験の実施
・ NEDO調査事業（2年⽬）

・ NEDO事業やCO2実験の成果を
踏ま えて、 新たなま ちづく り を進
める 。
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H-UCGで目指す三笠市の将来像

（大日本コ ン サルタ ン ト 株式会社 提供資料）
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寄附を募集している主な事業

【 ジオ パーク 】
資源・ 文化・ 歴史
の保全と 活用

【 三笠⾼校】
食の人材育成
コ ン ク ール開催支援

【 H-UCG】
⽔素製造利活⽤
脱炭素ま ちづく り

寄附いただいた企業 所在地

1 ヤフ ー株式会社 東京都

2 ハーチ株式会社 東京都

3 株式会社中山組 札幌市

4 A社 非公表



ご清聴ありがとうございました。
三笠市 産業政策推進部


